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      「
わ
が
街
神
戸
の
ル
ー
ツ
を
探
り
、
神

戸
っ
子
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
再
発
見

す
る
場
」
と
い
う
こ
と
で
、
神
戸
の
歴
史

や
自
然
を
は
じ
め
、
神
戸
を
舞
台
と
し
た

小
説
、
神
戸
ゆ
か
り
の
人
物
の
著
作
や
伝

記
等
、
神
戸
に
関
わ
る
様
々
な
資
料
を
収

集
し
て
い
ま
す
。 

 

       

文
庫
開
設
に
あ
た
っ
て
、
市
民
参
加
に

よ
る
情
報
収
集
を
行
い
ま
し
た
。
ポ
ス

タ
ー
や
チ
ラ
シ
、
新
聞
広
告
等
で
、
文
庫

の
資
料
や
運
営
に
つ
い
て
ア
イ
デ
ア
を
募

集
、
ま
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
実
施
し
ま

し
た
。
集
ま
っ
た
意
見
は
資
料
収
集
に
関

す
る
も
の
が
多
く
、
全
体
の
傾
向
と
し
て
、

親
し
み
や
す
い
も
の
を
、
と
い
う
希
望
が

多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。 

       

提
案
を
反
映
し
な
が
ら
利
用
し
や
す
い

本
棚
を
検
討
し
、
「
居
留
地
」
「
源
平
合

戦
」
「
神
戸
空
襲
」
と
い
っ
た
問
い
合
わ

せ
の
多
い
テ
ー
マ
ご
と
に
資
料
を
並
べ
た

コ
ー
ナ
ー
を
作
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
阪

神
・
淡
路
大
震
災
に
関
す
る
資
料
を
収
集

し
た
震
災
関
連
資
料
コ
ー
ナ
ー
「
１
・
１

７
文
庫
」
も
あ
り
ま
す
。 

    

 

中央図書館２階神戸ふるさと文庫

神
戸
ふ
る
さ
と
文
庫 

 

平
成
二
年
四
月
、
中
央
図
書
館
に
「
神

戸
ふ
る
さ
と
文
庫
」
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。 

さ
ら
な
る
充
実
を
目
指
し
て
、
今
年
四

月
か
ら
、
二
十
一
年
目
に
入
り
ま
す
。 



－新しく入った本－ 

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
お
も
て
な
し 

山

根
晃
二
（
風
詠
社
） 

「
神
戸
フ
ァ
ン
を
増
や
す
こ
と
」

「
充
実
感
を
得
る
こ
と
」
を
目
的
に
、

著
者
は
十
年
に
わ
た
り
、
神
戸
の
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
き
た
。

案
内
客
は
四
十
万
人
を
超
え
る
。
本
書

は
、
そ
の
「
お
も
て
な
し
」
の
集
大
成

と
し
て
書
か
れ
た
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
基
本
か
ら
実
践
に

役
立
つ
案
内
方
法
ま
で
、
わ
か
り
や
す

く
ま
と
め
ら
れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ

ド
を
目
指
す
人
に
と
っ
て
も
、
頼
り
に

な
る
一
冊
に
な
っ
た
。 

 

ひ
ょ
う
ご
の
い
き
も
の
・
ふ
る
さ
と
を
見

守
る
な
か
ま 

兵
庫
県
立
人
と
自
然
の
博

物
館
ほ
か
編
・
発
行 

二
〇
一
〇
年
は
、
生
物
多
様
性
年
で
、

日
本
で
「
生
物
多
様
性
条
約
会
議
」
が

開
催
さ
れ
た
年
で
も
あ
る
。
生
物
多
様

性
と
は
、
生
き
物
と
そ
れ
に
よ
り
成
り

立
っ
て
い
る
生
態
系
な
ど
を
さ
す
概
念
。 

 

本
書
は
、
兵
庫
県
下
の
生
物
多
様
性

に
関
わ
る
団
体
を
紹
介
し
た
も
の
。
取

り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、
百
団
体
余

り
。
団
体
間
の
情
報
交
換
だ
け
で
な
く
、

県
下
の
生
物
多
様
性
関
連
の
活
動
を
把

握
す
る
こ
と
が
で
き
る
資
料
と
も
な
っ

て
い
る
。 

         

生
田
の
森
｜
神
と
人
と
の
出
会
い 

加
藤

隆
久
（
図
書
刊
行
会
） 

平
成
に
入
っ
て
か
ら
機
関
紙
、
紀
要

に
執
筆
さ
れ
た
原
稿
、
講
演
会
や
座
談

会
の
記
録
、
祝
辞
等
の
文
章
を
全
八
三

二
ペ
ー
ジ
に
収
録
す
る
。
目
次
に
は

「
生
田
薪
能
と
神
戸
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
」

「
年
頭
所
感
―
神
戸
と
生
田
神
社
と
酒

造
に
つ
い
て
」
「
『
神
戸
ま
つ
り
』
生

み
の
親
小
野
富
次
さ
ん
を
偲
ぶ
」
「
文

明
開
化
と
神
道
文
化
」
と
い
っ
た
項
目

が
並
び
、
生
田
神
社
宮
司
で
あ
る
と
同

時
に
神
戸
女
子
大
学
名
誉
教
授
、
神
戸

芸
術
文
化
会
議
議
長
な
ど
を
兼
ね
る
著

者
の
多
彩
な
肩
書
き
を
反
映
し
て
い
る
。 

一
見
、
本
の
厚
み
に
圧
倒
さ
れ
そ
う

だ
が
、
大
半
の
文
章
は
十
ペ
ー
ジ
余
に

収
め
ら
れ
て
い
る
の
で
読
み
や
す
く
、 

ペ
ー
ジ
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
著
者
、
神

道
、
生
田
の
森
、
神
戸
の
歴
史
が
重
層

的
に
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
だ
ろ
う
。 

美
味
神
戸
ビ
ー
フ
の
世
界 

神
戸
っ
子
出

版
編
集
部
編
・
発
行 

 
 

県
内
で
指
定
生
産
者
が
飼
育
し
た
但

馬
牛
の
う
ち
、
歩
留

ぶ
ど
ま
り

・
肉
質
・
霜
降
り

の
厳
し
い
三
条
件
を
ク
リ
ア
し
た
も
の

だ
け
が
神
戸
ビ
ー
フ
と
認
定
さ
れ
る
。 

小
柄
で
も
屈
強
で
従
順
な
但
馬
牛
だ

が
、
そ
の
血
統
を
維
持
し
、
生
産
・
肥

育
す
る
た
め
に
多
く
の
人
々
の
尽
き
な

い
努
力
が
注
ぎ
込
ま
れ
て
い
る
。 

高
価
な
た
め
、
頻
繁
に
は
口
に
で
き

な
い
神
戸
ビ
ー
フ
だ
が
、
代
表
的
な
調

理
例
も
掲
載
さ
れ
、
読
ん
で
い
る
だ
け

で
も
無
性
に
食
べ
た
く
な
っ
て
く
る
。 

神
戸
客
船
も
の
が
た
り 

森
隆
行 

五
艘

み
ど
り
（
神
戸
新
聞
総
合
出
版
セ
ン

タ
ー
） 神

戸
は
港
と
共
に
発
展
し
て
き
た
。 

た
と
え
ば
、
神
戸
の
発
展
の
基
礎
と

な
っ
た
マ
ッ
チ
産
業
は
、
神
戸
港
と
い

う
地
の
利
と
神
戸
に
住
む
華
僑
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
、
そ
し
て
製
品
を
輸
送
す
る

船
が
一
体
と
な
っ
て
育
て
た
も
の
だ
。 

こ
の
本
は
、
明
治
の
神
戸
開
港
か
ら

現
在
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
ご
と
に

神
戸
港
を
出
入
り
し
た
船
を
主
役
に
し

て
、
人
や
時
代
背
景
を
描
き
出
し
、
港

と
船
の
視
点
か
ら
神
戸
の
文
化
の
変
遷

を
た
ど
っ
て
い
る
。 

自
立
と
支
援
の
社
会
学
｜
阪
神
大
震
災
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

佐
藤
恵
（
東
信
堂
） 

 
 

本
書
は
、
阪
神
大
震
災
に
よ
っ
て

「
震
災
弱
者
」
と
も
な
っ
た
障
害
者
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の
支
援

者
と
の
「
い
っ
し
ょ
に
支
え
合
う
活

動
」
の
実
態
を
取
り
上
げ
、
被
災
地
障

害
者
セ
ン
タ
ー
の
活
動
現
場
等
で
の

「
聞
き
取
り
」
を
基
に
、
「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
」
「
市
民
の
共
感
」
「
行
政
組

織
」
と
い
っ
た
第
三
者
と
の
関
係
を
も

含
め
る
こ
と
で
、
現
実
感
の
あ
る
社
会

学
的
な
考
察
を
展
開
し
た
専
門
書
。 

 
 

ヴ
ァ
ル
ネ
ラ
ビ
リ
テ
ィ
、
ノ
ー
マ
ラ

イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
い
っ
た
カ
タ
カ
ナ
の

専
門
用
語
が
多
数
出
て
く
る
が
、
「
聞

き
取
り
」
の
部
分
を
見
て
行
く
だ
け
で

も
充
分
考
え
さ
せ
ら
れ
る
。 

現
場
で
の
「
聞
き
取
り
」
に
は
、
当

事
者
の
語
り
口
そ
の
も
の
の
生
々
し
い

現
実
と
、
そ
れ
に
対
す
る
問
題
提
起
や

実
際
の
対
応
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。 

        

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&pvolid=PV%3A7200168985&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200076389
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&pvolid=PV%3A7200166731&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200073731
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&pvolid=PV%3A7200156017&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200069975
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&pvolid=PV%3A7200168985&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200076389
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&pvolid=PV%3A7200156017&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200069975
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&pvolid=PV%3A7200158292&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200070467
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&pvolid=PV%3A7200165129&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200072965
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&pvolid=PV%3A7200165129&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200072965
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&pvolid=PV%3A7200157524&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200069848
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&pvolid=PV%3A7200157524&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200069848


－新しく入った本－ 

神
戸
市
電
と
花
電
車 

奥
田
英
夫
（
神
戸

新
聞
総
合
出
版
セ
ン
タ
ー
） 

 
 

全
線
廃
止
と
な
っ
て
久
し
い
神
戸
市

電
と
「
み
な
と
の
祭
」
の
名
物
で
あ
っ

た
花
電
車
の
写
真
集
。 

本
書
に
は
、
著
者
が
中
学
生
の
と
き

か
ら
市
電
廃
止
ま
で
の
十
年
間
に
撮
影

し
た
約
二
〇
〇
〇
枚
も
の
写
真
の
う
ち

四
〇
〇
点
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。 

花
電
車
の
カ
ラ
ー
写
真
は
ま
と
ま
っ

て
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
祭
の
日
に
沿
線

に
つ
め
か
け
、
電
飾
を
施
し
た
花
電
車

を
見
た
日
を
思
い
出
す
人
も
い
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

「
神
戸
の
街
並
み
と
市
電
を
撮
影
」

「
神
戸
っ
子
の
ハ
ー
ト
を
心
に
抱
い
て
、

市
電
を
撮
影
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
沿
線

の
代
表
的
な
建
物
や
風
景
と
共
に
撮
影

さ
れ
て
お
り
、
市
電
と
共
に
あ
っ
た
市

民
の
生
活
が
垣
間
見
え
て
く
る
。 

  

        

二
度
寝
で
番
茶 

木
皿
泉 

土
橋
と
し
子

絵
（
双
葉
社
） 

 
 

神
戸
在
住
の
著
者
は
、
夫
婦
で
共
同

執
筆
を
行
う
脚
本
家
。
二
〇
〇
三
年
の

「
す
い
か
」
や
近
作
「
Q

10(

キ
ュ
ー

ト)

」
な
ど
、
言
葉
に
で
き
な
い
心
模

様
を
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
描
き
、
多
く
の

フ
ァ
ン
を
持
つ
。 

本
書
は
、
日
常
や
時
流
に
つ
い
て
二

人
が
交
わ
す
軽
妙
な
会
話
を
収
め
た

エ
ッ
セ
イ
だ
。
シ
ン
プ
ル
だ
が
惰
性
に

流
れ
な
い
コ
メ
ン
ト
に
は
不
思
議
な
安

心
感
が
あ
る
。
誰
に
で
も
、
心
の
引
っ

か
か
り
を
好
き
な
だ
け
考
え
る
自
由
が

あ
る
こ
と
を
、
思
い
出
さ
せ
て
く
れ
る
。 

 

神
戸
発
新
た
な
教
育
創
造
へ 

神
戸
市
小

学
校
長
会 

神
戸
市
立
中
学
校
長
会
編
・

発
行 

 
 

神
戸
の
教
育
は
、
「
神
戸
発
」
と
い

え
る
取
組
が
以
前
か
ら
多
く
実
践
さ
れ

て
い
た
。
平
成
十
五
年
、
各
学
校
で
創

意
工
夫
さ
れ
て
い
た
取
組
を
全
市
に
広

げ
よ
う
と
「
特
色
あ
る
神
戸
の
教
育
推

進
ア
ク
テ
ィ
ブ
プ
ラ
ン
」
が
策
定
さ
れ
、

平
成
二
十
一
年
に
は
、
さ
ら
な
る
発

展
・
充
実
に
向
け
て
「
神
戸
市
教
育
振

興
基
本
計
画
」
が
策
定
さ
れ
た
。 

今
ま
で
語
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ

た
神
戸
の
教
育
活
動
の
真
髄
に
触
れ
る

こ
と
が
で
き
る
一
冊
。 

 

〓
そ
の
他
の
新
刊
〓 

 

お
か
ん
ア
ー
ト
｜

兵
庫
・
長
田
お
か
ん

ア
ー
ト
案
内 

下
町
レ
ト
ロ
に
首
っ
丈
の

会
編
・
発
行 

震
度
７
を
生
き
抜
く
｜
大
震
災
か
ら
命
を

守
る
た
め
に 

田
代
明
美
（
時
空
出
版
） 

              

  

        

森
琴
石
作
品
集 

熊
田
司 

橋
爪
節
也
編

（
東
方
出
版) 

飴
色
の
窓 

野
元
正
（
編
集
工
房
ノ
ア
） 

は
れ
の
ち
、
ブ
ー
ケ 

瀧
羽
麻
子
（
実
業

之
日
本
社
） 

ペ
ー
ジ
先
生
の
生
涯
｜
わ
が
国
時
刻
表
の

父 

石
本
祐
吉
（
石
本
出
版
） 

 

 

  

書庫探訪 その23 

『海瀕舟行図』 衣斐
え び

蓋子
が い し

 延宝8年（1680） 

 
江戸幕府が作った航路図です。寛文7年（1667）、幕府は大坂船手頭を派

遣して瀬戸内海、九州、四国、長門から陸奥の沿岸を調査しました。随行

した衣斐蓋子がその時の資料をもとに航海に必要な情報を記入して作成し

たのが本図です。航路は赤い線で描かれ、海上距離・潮流・風向き・入港

時の操船法などの事項が注記され、陸地には山河や海岸地域の城・町村・

名所旧跡などが描かれています。上、中、下巻、「対馬・壱岐・五嶋」、

「東北海瀕図」の五帖からなる折本で、たたんだ大きさは28.9×18.2cm。 

複雑な海岸線を正確に表すため紙を貼

り足したり、方向を転ずる部分は直角

に紙をつないだりする工夫がなされて

おり、広げると形の面白さにも目が惹

かれます。 

 

中央図書館では、平成21年度に全巻のデジタ

ル化を行い、館内の「貴重資料デジタルアー

カイブズ」でご覧いただくことができます。 

                                神戸市                                    
                                            

          

https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&pvolid=PV%3A7200167127&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200074258
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&pvolid=PV%3A7200167127&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200074258
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&pvolid=PV%3A7200158713&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200070326
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&pvolid=PV%3A7200158713&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200070326
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&pvolid=PV%3A7200172791&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200076624
https://www.lib.city.kobe.jp/opac/opacs/find_detailbook?type=CtlgBook&pvolid=PV%3A7200173525&mode=one_line&kobeid=CT%3A7200076986
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人
力
車
で
有
馬
へ 

 

 

古
い
町
並
み
の
観
光
地
な
ど
で
見
か
け

る
人
力
車
。
欧
米
文
化
が
流
れ
こ
ん
で
き

た
明
治
期
に
誕
生
し
、
や
が
て
は
海
外
へ

も
広
ま
っ
た
明
治
日
本
を
代
表
す
る
発
明

品
で
す
。
『
神
戸
開
港
三
十
年
史
』
に
よ

る
と
、
神
戸
に
人
力
車
が
現
れ
た
の
は
明

治
三
年
六
月
で
「
駕
籠
米
と
云
ふ
者
、
大

阪
よ
り
一
輛
を
借
來
り
、
三
宮
に
て
挽
き

初
め
」
た
と
い
い
ま
す
。
台
数
が
少
な
い

頃
は
珍
重
さ
れ
て
、
乗
客
は
く
じ
を
引
い

て
乗
っ
て
い
ま
し
た
。
翌
年
に
八
十
台
余

り
に
増
え
、
明
治
三
十
四
年
に
は
市
内
に

四
千
四
百
六
十
五
台
。
後
年
、
鉄
道
や
自

動
車
に
お
さ
れ
て
姿
を
消
し
て
い
く
ま
で
、

交
通
の
主
流
で
し
た
。 

 

人
力
車
の
客
待
ち
停
車
場
の
こ
と
を

「
帳
場
」
と
い
い
、
か
つ
て
は
市
内
各
所

に
あ
り
ま
し
た
。
と
り
わ
け
有
名
な
の
が

「
三
角
帳
場
」
で
、
場
所
は
三
宮
の
東
門

街
を
北
上
し
山
手
幹
線
へ
出
る
手
前
、
市

電
「
中
山
手
一
丁
目
」
の
停
留
所
近
く
で

し
た
。
『
生
田
神
社
―
神
道
史
研
究
』
に

は
、
明
治
四
十
年
の
三
角
帳
場
の
思
い
出

が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
木
造
三
角
形
の

二
階
建
の
家
で
、
一
階
を
土
間
に
し
て
、

三
方
か
ら
出
は
い
り
が
出
来
、
い
つ
も
五
、

六
台
の
人
力
車
が
常
駐
」
し
て
「
い
な
せ

な
ハ
ッ
ピ
腹
か
け
、
も
も
ひ
き
に
、
わ
ら

じ
ば
き
の
車
夫
が
客
待
に
将
棋
板
を
楽
し

ん
で
い
た
り
、
冬
の
寒
い
夜
に
は
提
灯
を

股
に
は
さ
ん
で
、
股
火
を
し
て
い
た
」
。

川
西
英
の
版
画
集
『
神
戸
百
景
』
に
は
、

帳
場
廃
業
後
、
昭
和
十
年
の
理
髪
店
時
代

の
姿
が
、
画
題
は
「
三
角
帳
場
」
の
ま
ま

描
か
れ
て
い
ま
す
。 

 

明
治
期
に
日
本
を
訪
れ
た
外
国
人
た
ち

に
と
っ
て
、
人
力
車
は
日
本
の
名
物
で
あ

り
、
な
く
て
は
な
ら
ぬ
交
通
手
段
で
し
た
。

港
に
上
陸
し
た
後
、
ま
ず
は
人
力
車
で
ホ

テ
ル
へ
向
か
い
ま
す
。
武
文
彦
の
『
桃
源

自
叙
画
伝
』
に
は
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
の
車

夫
た
ち
が
描
か
れ
、
彼
ら
の
英
語
は
「
ス

ラ
ン
グ
極
ま
る
の
だ
が
仲
々
よ
く
通
じ
」

た
と
し
て
い
ま
す
。
外
国
人
た
ち
の
旅
行

記
に
、
人
力
車
は
た
び
た
び
登
場
。
馬
や

牛
で
な
く
人
間
が
車
を
引
く
こ
と
に
最
初

は
違
和
感
を
覚
え
な
が
ら
も
、
車
夫
の
頑

健
さ
に
驚
き
、
ま
た
頼
り
に
も
し
て
日
本

で
の
暮
ら
し
や
観
光
に
利
用
し
て
い
く
様

子
が
窺
え
ま
す
。 

地
理
学
者
で
文
学
博
士
の
エ
リ
ザ
・

Ｒ
・
シ
ド
モ
ア
は
、
著
書“Jinrikisya 

Days 
in 

Japan”

（
邦
題
『
シ
ド
モ
ア
日

本
紀
行
』
）
で
、
明
治
十
七
年
か
ら
約
二

十
年
の
間
に
訪
れ
た
日
本
各
地
の
様
子
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。
神
戸
滞
在
の
折
に
、

彼
女
は
「
空
飛
ぶ
肘
掛
け
椅
子
、
こ
の
可

愛
ら
し
い
専
用
の
私
的
玉
座
」
で
あ
る
、

人
力
車
に
乗
っ
て
有
馬
へ
行
っ
て
い
ま
す
。

「
有
馬
は
神
戸
か
ら
一
五
マ
イ
ル
［
二
四

キ
ロ
］
ほ
ど
奥
ま
っ
た
と
こ
ろ
に
あ
り

（
略
）
午
前
六
時
、
夏
の
朝
露
と
新
鮮
な

大
気
の
中
を
出
発
」
し
ま
し
た
。 

有
馬
へ
向
か
う
ル
ー
ト
は
、
古
来
よ
り

使
わ
れ
て
い
た
西
宮
の
生
瀬
を
通
る
道
、

「
魚
屋
道
」
と
も
呼
ば
れ
る
深
江
か
ら
六

甲
山
を
越
え
る
道
、
三
田
か
ら
の
道
、
そ

し
て
兵
庫
区
の
平
野
か
ら
天
王
谷
を
通
る

「
天
王
越
え
」
の
道
が
あ
り
ま
す
。
「
天

王
越
え
」
は
道
幅
が
狭
く
、
川
を
飛
び
石

伝
い
に
渡
る
た
め
非
常
に
危
険
で
し
た
。

県
は
石
井
村
と
有
野
村
の
両
村
長
に
託
し

て
二
十
二
町
村
の
協
力
で
工
事
に
あ
た
ら

せ
、
明
治
七
年
に
車
馬
や
人
力
車
も
通
れ

る
道
が
完
成
し
ま
し
た
。
元
々
は
、
有
馬

に
通
じ
る
街
道
を
「
有
馬
街
道
」
と
呼
び

ま
す
が
、
今
日
で
は
、
平
野
か
ら
の
道
を

「
有
馬
街
道
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
一
般
的
に

な
っ
て
い
ま
す
。
シ
ド
モ
ア
が
通
っ
た
の

は
、
お
そ
ら
く
「
神
戸
近
郊
を
抜
け
る
と

次
第
に
登
り
」
に
な
る
、
こ
の
有
馬
街
道

で
し
ょ
う
。
「
渓
流
に
沿
っ
て
い
た
道
が

未
開
拓
の
山
峡
へ
入
り
込
み
、
再
び
エ
メ

ラ
ル
ド
の
稲
穂
が
そ
よ
ぐ
谷
あ
い
に
出

て
」
、
や
が
て
人
力
車
は
有
馬
へ
到
着
。

時
代
は
く
だ
り
ま
す
が
大
正
四
年
発
行
の

『
摂
北
温
泉
誌
』
に
は
、
有
馬
ま
で
「
神

戸
よ
り
五
里
廿
七
町
、
人
力
車
賃
金
壹
圓

参
拾
銭
な
り
」
と
し
て
い
ま
す
。 

シ
ド
モ
ア
は
有
馬
村
を
徒
歩
で
探
訪
し
、

た
く
さ
ん
の
竹
細
工
を
目
に
し
ま
し
た
。

有
馬
の
竹
細
工
は
、
秀
吉
の
時
代
に
千
利

休
好
み
で
籠
が
作
ら
れ
た
の
が
始
め
で
、

明
治
三
年
に
有
馬
の
商
人
達
が
外
国
商
人

に
売
り
込
み
を
開
始
。
明
治
二
十
七
年
の

『
有
馬
温
泉
誌
』
に
よ
る
と
、
籠
職
は
約

四
十
戸
、
年
に
約
二
十
万
個
を
生
産
し
て

い
ま
し
た
。
シ
ド
モ
ア
の
他
に
も
多
く
の

外
国
人
が
有
馬
を
訪
れ
、
竹
細
工
を
求
め

て
い
ま
す
。
ア
リ
ス
・
メ
ア
リ
ー
・
レ
イ

も
そ
の
一
人
で
、
明
治
十
五
年
、
世
界
一

周
旅
行
で
来
神
。
ヒ
ョ
ー
ゴ
・
ホ
テ
ル
か

ら
人
力
車
に
乗
り
四
時
間
、
天
王
越
え
か

ら
有
馬
へ
入
り
、
竹
細
工
を
買
い
ま
し
た
。 

有
馬
街
道
を
人
力
車
で
走
る
、
と
い
う

の
は
現
在
で
は
考
え
に
く
い
こ
と
で
す
が
、

時
速
約
六
～
七
キ
ロ
で
街
道
の
坂
を
登
っ

て
い
く
様
子
を
想
像
す
る
と
、
人
力
車
が

信
頼
に
足
る
交
通
手
段
で
あ
り
、
文
明
開

化
以
後
の
人
々
の
行
動
範
囲
を
確
実
に
広

げ
た
と
、
実
感
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

参
考
図
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有
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の
名
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市
立
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『
世
界
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遊
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ポ
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』
（
横
浜
開
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資
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及
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